
  

１ 

 

 

厚木市水源の森整備計画策定に関する意見交換会について 

 

意見交換会の名称 厚木市水源の森整備計画策定に係る意見交換会 

開催日時 令和８年７月 29日（水）午後６時から７時 35分まで 

開催場所 第二庁舎 16階会議室 AB 

参加者数 ５人 

担当課 農業政策課 

結果公開日 令和８年８月 12日（水） 

会議の経過 

１ 開会 

２ 参事挨拶 

３ 計画（素案）の概要説明 

４ 意見交換 

５ 閉会 

 質問・意見の概要 市の考え方 

1 

水資源涵養量(貯留機能)を評価する手

段・指標はありますか。また、神奈川県等

で参考になる変数(パラメータ)や資料は

ありますか。 

林野庁では林地における水資源涵養

量の簡易評価手法を作成しています。 

本手法は、データを入力するだけで簡

易に評価できるエクセル計算ツールとな

っておりますが、水源涵養機能の数値化

には多くの変数(パラメータ)が関与してお

り、複雑で、評価することが現状国を含め

困難な状況となっております。 

そのようなことから、神奈川県では、水

源環境保全･再生施策の実施効果を評

価するための森林モニタリングとして、対

照流域法調査等の手段を用いております

が、水源涵養量の評価としては参考程度

です。 



  

２ 

 

2 

２－１ 

あつぎこどもの森公園(OECM 登録)で水

源施策のモデルエリアとして、実証実験を

してみたらどうか。奥山の森林を整備する

ことで、長い年月をかけて公園内の谷戸

の水源を確保する効果が期待できるので

はないかと提案する。 

 

２－２ 

（意見交換会後にメールで寄せられた意

見） 

厚木市内の森林整備は七沢地区、飯山

地区に偏っており、荻野地区の森林整備

は忘れられているように感じます。荻野地

区の山々はかなりの面積があり、湧き出

す水は県民の生活に多少は役立ってい

ることを考えると、私有林が多くても今後

行政が手を付けるべき分野であると思い

ます。そこで提案ですが、中荻野地区に

ある市有地（あつぎこどもの森公園と隣接

する市谷戸）に限定して、里山公園実験

林と位置づけ、生物多様性に優れた水

量豊富で手入れの行き届いた里山公園

としての整備を進めて、里山整備のモデ

ル地域の創出を行うのはどうでしょうか。 

 その成果を見て荻野地区の西山全体

を一つの大きな里山公園に整備し、加え

て新たな里山公園の観光地を考えていっ

たらよいのではないでしょうか。 

 現在環境政策課が進めている環境省

認定「自然共生サイト」のブランド化を高

める意味でも取組む価値があります。 

 森林公園整備を県に任せるだけでなく、

市税を使って市独自の新しい市立公園

の創出を考えてください。 

 

モデル地区としての提案 

（１）水源としての森林の整備 

OECM 登録エリアなどについて、本来で

あれば森林整備における水源施策ではあ

りませんが、生物多様性の保全として、提

案内容などを精査した後、森林整備が可

能かどうか、神奈川県に相談する手段も

あると認識しています。 

 

 

 

頂いたご提案につきましては、関係課

にもお伝えし、今後の里山の在り方などの

参考とさせていただきます。 
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（２）雑木林の皆伐更新と毎年の手入れ 

（３）谷戸の水量を増やすプロジェクト 

（４）若い世代で森林整備を 

3 

木材利用の推進のための実施項目とそ

の実績値について、市内(内側)に向いた

施策が多い、市外（外側）に向けた施策

をして欲しい。手段（初期投資を伴わな

い、インターネットショッピングサイトに出品

することや、ふるさと納税の返礼品、新市

庁舎にシンボル的なものの設置等を提案

します。 

厚木の木の魅力を内側だけでなく、外

側に向けるという視点で、今後どのように

展開できるか関係部署を交え、研究して

まいります。 

4 

４－１ 

木材利用について、市内森林は成長し

ている木が多いため、循環させて欲しい。

厚木市産材を利用した場合、補助金を

出すことや、ナラ等の広葉樹を木工製品

に加工するなどの活用、あつぎこどもの森

公園などで、子供達に向けた植林体験を

提案します。 

 

 

４－１ 

厚木市から生産される木材は、建築に使

用できる良質な資材は少ないことが現状

です。参考までに、神奈川県が、県産材

を使用した建築物に対し補助金制度があ

りますので活用は可能です。 

また、公園管理者の意見も聞きなが

ら、植林などの森林整備の可能性につい

て、県に相談してまいります。 

 

5 

５－１ 

「厚木市森林整備計画」との整合性(策

定・改定年度含む)、住み分けが不明確

です。木材の利用等、記載内容は「水源

の森」というより、「森林全体の整備計画」

になっているのではないか。明確に分ける

又は関係性を明確にしたほうがよい。 

法定計画の策定年度等、関係性を教え

て欲しい。 

 

５－２ 

（意見交換会後にメールで寄せられた意

見） 

・「厚木市森林整備計画」との整合性、住

み分けが不明確。記載内容は「水源の

森」というより、「森林全体の整備計画」の

内容となっているのではないか。明確に

「厚木市森林整備計画」は法定計画

で、来年度見直し予定です。「厚木市水

源の森整備計画」は、独自計画で、「厚

木市森林整備計画」を補完するものとし、

また、現行の、「元気な森づくり整備計画

(令和 4年度-令和 8年度)」の後継計画

として位置付けています。 

また、神奈川県の水源施策(期間 20

年間)が、今年度で終わり、来年度から

「かながわ水源環境保全･再生基本計

画」が新しく制定されるので、市も財源を

確保し、県の水源施策を併せていくことを

軸に、本計画を策定するものです。 

法定計画である「厚木市森林整備計

画」と本計画との関係性では、県を例にあ

げると、法定計画である「神奈川地域森

林計画」とその取り組みを具現化するた
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分ける又は関係性を明確にした方がよ

い。 

 

めの「かながわ水源環境保全･再生基本

計画」のようなものです。 

「厚木市森林整備計画」は、国・県の

法定計画に準じて、ゾーニングや、伐期

の全体的な指標や考え方となっておりま

すが、本計画は、本市森林の政策的な

内容も落とし込んでいます。 

 

５－２ 

 それぞれの計画は不可分のため、関係

性については解りやすく表記いたします。 

 

6 

神奈川県は法定計画の神奈川地域森林

整備計画と、独自計画の、かながわ森林

再生 50 年構想、「かながわ水源環境保

全・再生基本計画」がありますが、県は整

合性をとっているのですか、 

水の確保、水源税と環境税の金額で県

はもっと、金額を増やさないと、足りないの

ではないか。県はどのように考えているの

か。 

計画として、「厚木市水源の森整備計

画」は、県で例えると、「かながわ水源環

境保全・再生基本計画」と連携したような

かたちで、厚木市として、どのように進め

ていくのか。 

その中で、メインになっているのは、厚

木市の山を水源もあれば生物多様性も

様々な森づくりの公益性があるなかで、水

源を軸にしながらも、トータルの機能をどう

厚木市の中で森づくりとして生かすような

ゾーニングも含めて進めていくのがこの計

画と認識している。 

その財源にあたっては、水源税(県税

の水源環境保全税)や、森林環境譲与税

(国税)でいろいろな森づくりをするのに、県

のお金を使ったり、国のお金を使ったり、

あるいは、市単独のお金を使いながら、フ

ロー図の計画を進めていくような考え方。 

 

厚木市森林整備計画（法定計画）につ

いては、国が、元々は資源計画（乱開発

されなために、資源を守るために）で許認

可をしていく対象とする森林を決めていく

計画かつ、ルール決め。例えば造林作業

の 3,000 本以上植え変えなければなけ

ればいけないなど、ルール決めをやるの
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が、計画（素案）の 2 ページ目の灰色部

分（イメージ図 森林法）になると考えてい

ただき、そのやり方を基に、進めていきた

いモデルをどの様に行うかというのが、県

でいう「かながわ水源環境保全・再生基

本計画」であるとか、厚木市では「厚木市

水源の森整備計画」であると認識してい

ます。 

水源税については、二期に入って様々

な市の事情も県で汲んでいただき、基本

的には、積極的に各市町村が取り組める

だけの財が確保されているように見えま

す。 

今後は、人材の体制など、様々な問題

がありますが、水源税をしっかり使いなが

ら、進捗管理を行い、少しずつ前に進め

ていくものと認識しています。 

7 

森林環境譲与税は少し増えて 3千万円く

らいとのことだが、水源税と併せてどれくら

いあるのか。計画書（素案）を見ると、森

林環境譲与税と水源税に見えるが、実際

に県の原資(予算)は少ないのではない

か。 

県の水源税の用途は、森林だけではな

いですが、年間 40億円くらいです。そのう

ちの 6 割強が森林に関わるので、市町村

ができる量にもよりますが、各市町村で年

間数億円という額は可能となります。 

森林環境譲与税は、全国の中でも神

奈川県は少なく、その中で分けますので、

その住み分けとしては、基本的には森林

整備の部分はなるべく県の水源税を使っ

て行い、残念ながら県の水源税は水にあ

る程度特化しておりますので、獣害につい

ては今回可能となりましたけれど、木材利

用等はできない。そのため、できないとこ

ろに森林環境譲与税を使いながらやると

か、実際足りなければ市単独事業を市の

必要性として議論された中でつけていくと

か。 

後は大きな森づくりの考え方で、どの財

源を使いながら行うのかを考えて進めて

いけばそれなりの事業量をカバーできるだ

けの財源を確保できていると考えます。 
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8 

ボランティア団体への資金面や技術面の

支援を拡充すべき。 

ボランティア団体の資金面について

は、市で補助金を交付させていただいて

おり、事業費については毎年ヒアリングし

ております。今後も丁寧にヒアリングをさせ

ていただき、技術的支援につきましても、

森林づくり体験教室の林業体験をお手伝

いただく等、ボランティア団体の方々が活

動できる場所を提供させていただきます。 

9 

県は前面に出て市と協力して欲しい。特

に鳥獣被害は他部署と連携する必要が

ある。 

いただいた御意見は神奈川県に共有

させていただきます。 

10 

共有林の相続に伴う森林管理の困難性

についても課題と対策を明記すべき。 

共有林の場合には、行為に対して原則

同意が必要であり、そのことで施業等がで

きないなど課題がありますが、市内森林

の共有林は、生産森林組合に法人化さ

れていることや、既存の共有林について

は、協議会などを通じて、施業が可能と

なっている状況です。 

11 

森林整備について 

素案6ページでは「民有林のうち、個人有

林が 64.5％を占める」とあります。質問

1-1)このうち、所有者が把握できている

森林はどのくらいですか。 

質問 1-2)森林整備において、所有者が

把握できていない森林についてはどのよう

に対応されていく予定ですか。 

所有者不明森林について、国では、平

成 24 年度以降、所有者不明森林の発

生防止のため、「森林の土地所有者届出

制度」「林地台帳制度」等を運用するとと

もに、令和元年度から、法務局において、

表題部所有者不明土地の登記及び管理

の適正化に関する法律が施行されまし

た。 

本市においては、その「林地台帳」をも

とに所有者を把握しておりますが、登記簿

上の所有者不明土地は存在しており、そ

の把握はできておりません。 

森林施業において、所有者不明土地

がある場合など、随時対応いたします。な

お、近隣市町村の森林整備の動向等注

視いたします。 

12 

木材の利用の促進について(素案 15 ペ

ージ)「厚木市建築物等における木材の

利用の促進に関する方針」（市ホームペ

ージ ID：13172）では、木材利用を促進す

木材利用の促進について、「複合施設

あつめき」では、厚木市産材は、天井の

仕上げ材の一部と、議場に設置される家

具の一部に利用する予定で建設を進め
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べき公共建築物として「庁舎等」とありま

す。 

質問 2)現在建設中の新庁舎では、厚木

市産の木材はどのくらい使われる予定で

すか。（広さや量では分かりにくいので、1

階の全床面など使われる場所でお答えく

ださると幸いです） 

ています。 

なお、いただいた質問内容は担当課に

共有させていただきますので、詳細は庁

舎管理課にお問合せください。 

 

13 

厚木市の山林における、建築資材として

の樹種ベスト 5はどのようなものですか。 

主に生産されている樹種は、スギとヒノ

キです。マツも人工林で一部ありますが、

ほとんど生産していない状況です。ナラ枯

れした街路樹等の危険木を伐採した、広

葉樹材などもありますが、ほんのわずかで

す。 

 

注：No８～１２は意見交換会後にメール等で寄せられた意見等 

 


